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第５２０回（定例）福崎町議会会議録

令和７年９月２６日（金）

午前９時３０分 開 議

○令和７年９月２６日、第５２０回（定例）福崎町議会は、福崎町役場に招集された。

１番 中 田 貴 子 ８番 田 中 康 智

２番 牛 尾 成 利 ９番 住 谷 庸 子

３番 牛 尾 雅 一 １０番 北 山 智 恵

４番 大 住 文 子 １１番 前 川 裕 量

５番 三 輪 一 朝 １２番 城 谷 英 之

６番 𠮷 高 平 記 １３番 植 岡 茂 和

７番 小 林 博 １４番 竹 本 繁 夫

○欠席議員（な し）

○事務局より出席した職員

事 務 局 長 澤 田 和 也 主 事 阿 保 佑 夏

○説明のため出席した職員

町 長 尾 﨑 吉 晴 副 町 長 近 藤 博 之

教 育 長 髙 橋 渉 公 営 企 業 管 理 者 福 永 聡

技 監 津 田 知 宏 町参事兼総務課長 岩 木 秀 人

企 画 財 政 課 長 蔭 谷 秀 樹 税 務 課 長 岡 本 昌 文

地 域 振 興 課 長 成 田 邦 造 住 民 生 活 課 長 山 本 克 典

福 祉 課 長 小 幡 伸 一 ほ け ん 年 金 課 長 西 村 由紀子

農 林 振 興 課 長 山 下 勝 功 ま ち づ く り 課 長 増 山 剛

上 下 水 道 課 長 橋 本 繁 樹 会 計 管 理 者 福 永 知 美

学 校 教 育 課 長 吉 髙 美 鈴 社 会 教 育 課 長 木ノ本 雅 佳

○議事日程

第 １ 総括質疑

第 ２ 委員長報告・質疑

第 ３ 開会中の所管事務調査報告

第 ４ 討論・採決

第 ５ 議員派遣

第 ６ 閉会中の継続調査申出

○本日の会議に付した事件

第 １ 総括質疑

第 ２ 委員長報告・質疑

第 ３ 開会中の所管事務調査報告

第 ４ 討論・採決

第 ５ 議員派遣

第 ６ 閉会中の継続調査申出
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開 議

議 長 皆さん、おはようございます。

ただいまから本日の会議を開きます。

ただいまの出席議員数は１４名でございます。

定足数に達しております。

それでは、これより本日の日程に入ります。

本日の日程は、配付しております議事日程に記載のとおりであります。

日程第１ 総括質疑

議 長 日程第１は、総括質疑であります。

それでは、総括質疑に入ります。

質疑をされる際は、議案番号及び関係する資料名、ページ数等をお示しの上、

質疑をしていただきますようお願いいたします。

質疑はありませんか。

７ 番 昨日報告があった関係ですが、県道甘地福崎線の調停に係る費用、昨年６月議

会だったと思いますが、着手料６０万円だったというふうに記憶をしております

がそれが予算化をされました。本決算ではですね、当該年度幾らかかったのか。

それから今年度７年度またずっと継続してかかっておるわけですが、弁護士委託

料幾らかかっておるのか。決算書の１９９ページの上から２番目の弁護士委託料

６９万円がそれに当たるのかどうか、答弁をお願いいたします。

まちづくり課長 ６９万円のうちですね、内訳までは用意はしてないんですが、このうち板坂

の放置車両の上告した分の費用と、それと甘地福崎線の弁護士委託料になります。

最後お支払いする金額につきましては、これから相談となりますので、これから

お支払いする金額はまた弁護士との協議によります。

７ 番 昨日の報告ではですね、本格的な協定文書による約束の文書によるですね、を

基にして裁判に入るかというふうなことになるとですね、ちょっと問題が残ると

いうふうな、そんな技監の答弁でありました。そうなるとですね、この調停に係

るときのこの当局の説明では、私の記憶ですからですね、定かではない、間違っ

とるかどうか知りませんが、ただ、この協定文書については、十分法的なそうい

う争いにも耐え得る文書だというふうに弁護士から聞いておるというふうにです

ね、報告を聞いておったというふうに思うんですね。それが今になったらですね、

調停ができなくなって不調になって、本訴訟に入るかどうかということになると、

この文書のその意義といいますか、価値といいますか、そのことについて疑問を

出されるような話でしたが、そんなふうに理解をしてよろしいですか。

技 監 この協定書ですね。これは契約書と同じという答弁はさせていただいたことは

あるかと思います。もちろん契約書と同じなんで、この協定を履行すべしという

判決は出るかも分かりません。ただ、出たとしても実質的にですね、根抵当権と

仮登記の問題は解決できないんで、実質問題の根本解決には至らないという判断

を今は弁護士の助言も含めてしておるところでございます。

７ 番 弁護士ですからね、それぐらいの話はですね、当初からずっとしておかなきゃ

ならん問題だと私は思うんですよ。大体この弁護士さんね、こんな言い方したら

なんですけど、私が議員になってからずっと同じ弁護士さんの名前を聞いてます

でしょう、顧問弁護士としては。大貫のアケボノ訴訟の問題も長いこと尾を引い
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てですね、相手が弁護士も入れずにやっておって、大丈夫だ大丈夫だといって町

の顧問弁護士が言っておったけども、結局、法律の素人の人に裁判負けたじゃな

いですか。ですからね、いつまでこんな弁護士に対応しておくのか、するのか。

このことは十分考えておかなきゃならん課題だというふうに思います。そんな面

でですね、ぜひ今後教訓としていただきたいと思うんです。医療でもですよ。今

はもうセカンドオピニオンが普通の時代じゃないですか。ですから弁護士も一つ

のところにですね、もう５０年も半世紀も同じところにかかってですね、その言

いなりになっておるということはですね、違って、もう少し違う意見もですね、

法的意見も検討してみるということも必要な時期に来ておるというふうに思いま

す。これはもう私の意見ですからまた別の機会に述べますけど、そういう感想を

持っておるということです。大変、昨日の答弁で、不信を持ちました。この年度

ですね。とにかく着手金６０万だったというふうに思うんですね。そういうこと

でですね、弁護士費用にたくさんの金を費やして、時間だけ引っ張って、それで

こういう結論になるというふうなことはね、やっぱり問題だというふうに思いま

す。

以上です。

議 長 ほかに質疑はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 ないようですので、総括質疑を終結いたします。

日程第２ 委員長報告・質疑

議 長 次の日程は、委員長報告及びこれに対する質疑であります。

９月９日の本会議２日目において、議案１６件が委員会に付託され、慎重審査

がなされて、議長宛てに審査報告書が提出されております。委員会からその審査

報告をしていただき、その後、委員長報告に対する質疑を受けてまいります。

まず、決算審査特別委員会の審査報告を求めます。

決算審査特別委員会、植岡委員長。

植岡決算審査 皆さん、おはようございます。

特 別 委 員 長 決算審査特別委員会から報告いたします。

当委員会は９月９日の本会議において設置され、互選により私、植岡が委員長

に、副委員長に北山智恵議員が選出され、付託された議案第４６号から議案５

２号までの計７議案について、慎重に審査を行いました。

審査結果は、配付の報告書のとおりですが、委員会は、現地視察を含めて、９

月１０日、１１日、１２日及び１６日の４日間開催し、令和６年度一般会計の

ほか、各特別会計、各企業会計の決算について審査し、いずれも原案のとおり

認定すべきものと決定しました。

以下、審査の際に出された主な質疑を報告して、補足説明とさせていただきま

す。

歳入では、「森林環境譲与税の使途は」との質疑があり、「高岡地区で森林整

備を実施した」との答弁がありました。

「躍動する兵庫応援事業補助金８００万の使途は」との質疑があり、「観光振

興事業で主にガジロウスライダー等に７５３万、春日山整備で山頂のライトア

ップに４７万円充当している」との答弁がありました。

「福祉基金を取り崩して事業をしているが、残高がなくなったときどうするの

か」との質疑があり、「もともと利息を活用した福祉事業をしていたが、利息
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が下がってきたため元金を取り崩して事業を続けている。元金がなくなったと

きには一般財源を投入しなければならないため、検討をしながら必要なものを

残すというスタンスでしていく」との答弁がありました。

歳出では、「委託料が令和５年度に比べ増えているが、町でできるものがない

のか等精査する必要があるのでは」との質疑があり、「増加の主な原因は自治

体のシステム標準化経費だがほぼ１００％補助金がある。経常的な委託料につ

いては第７次行政改革で見直ししている」との答弁がありました。

総務費では、「会計年度任用職員に係る研修についてどのように考えているか」

との質疑があり、「全員研修は実施している。同一労働であれば同一賃金とい

う考えを意識していただき、仕事の質を高めていただくことが必要だと認識し

ている」との答弁がありました。

また、「公有財産オークションシステムの実績は」との質疑があり、「公用車

３台と消防の積載車３台で、１３８万３，２８０円の収入。売上げに対して

８％の手数料がかかっている」との答弁がありました。

民生費では、「防犯カメラの数は。ストーカー事件等が多いため被害予防にで

きるだけ努めていただくよう、場所等も検討していただきたい」との質疑があ

り、「町以外が設置したものを含め現在８６基ついている。高額であることや、

プライバシーの観点からどこにでもつけることができず、各校区の区長会でよ

く相談していただいた上で慎重に設置場所等について検討していきたい。町と

しては年間４台ずつ設置していきたい」との答弁がありました。

「東部学童保育施設について、夏休みは利用も多く狭いのでは。広くすること

は考えてもらえないのか」という質疑があり、「東部学童の２部屋と県民交流

広場に加えて令和６年度は田原小学校体育館のミーティングルームも借り、４

部屋で対応した。仮設トイレも設置し、少しでも広く使えるよう設置を考え、

十分回っていると確認した」との答弁がありました。

衛生費では、不法投棄処理について、「不法投棄された場所等について」とい

う質疑があり、「自動車学校の北側駐車場付近、亀坪古新池、市川ゴルフ付近、

亀坪奥池付近、吉田クリニック南側の５か所で、ごみの種類は仮設トイレや冷

蔵庫、タイヤなどであった。不法投棄に要した経費は全部で６万９，４１０円

かかった」との答弁がありました。

農林水産業費では、「春日山キャンプ場のバンガローの状況について」との質

疑があり、「現在３棟残っているが老朽化が激しく、１棟は取り壊す必要があ

ると思われる。２棟については修繕できるようであれば修繕しながら利用して

いただく。令和６年度の年間の利用者は５５名であった」との答弁がありまし

た。

また、「目撃情報が出た熊の対策について」との質疑があり、「目撃情報があ

れば県から熊専用のおりを借りている。福崎町は熊の殺処分が認められていな

いが、近隣町や県と相談しながら被害が出ない体制を取りたい」との答弁があ

りました。また、令和７年度予算で熊捕獲おりを１基購入予定とのことでした。

商工費では、「マーダーミステリーは土日の予約が埋まっているということだ

が、３５０万をかけているが１棟だけしかなく、その費用対効果は」との質疑

があり、「長期間で計画しているコンテンツのため費用対効果についてはこれ

からだが、開発費以上に福崎町に集客・収入があると考える」との答弁があり

ました。

また、「ふくふくまるの利用が減っているようだが事業の継続性についての所

感は」との質疑があり、「買い物弱者対策に貢献してもらえるよう、商工会に
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経営改善計画を立てていただき、売上増につながる改善に向け検討する」との

答弁がありました。

土木費では、「駅前東側駐車場は２時間無料という運営だが、利用していない

人の税金がつぎ込まれているのでは」との質疑があり、「駐車場を２時間無料

にすることにより駅前の商店を利用していただくなど駅前の活性化に寄与する

ため無料にしている。ただ、福崎駅田原線の事業用地になっており、事業が始

まったら駅東駐車場はなくなる」との答弁がありました。

消防費では、「中播消防署本署建替事業について、土地は福崎町だけが負担す

るのか」との質疑があり、「建替事業や諸経費は郡３町で負担することになっ

ているが、底地は町に帰属することになっているため、本署は福崎町、北部は

神河町が負担する」との答弁がありました。

「消防団協力事業所数がずっとゼロなのだが、協力してもらえるよう何かメリ

ットが必要では」との質疑があり、「協力事業所に指定する基準があり、その

基準に当てはまる企業が１０もない状況。固定資産税や法人税の減免をしてい

る自治体もあるが、今の福崎町の状況では難しいと感じる。できる限り声をか

けていきたい」との答弁がありました。

教育費では、「出土品のレプリカ作製に１６０万円もかけるべきかどうかの判

断基準は」との質疑があり、「基準はないが、今回東広畑古墳で出土した銀象

嵌大刀柄頭はとても珍しい文様が入った貴重な資料であるため見ていただきた

いが、公開すると劣化のおそれがあるため、国庫補助をもらいレプリカを作製

することになった」との答弁がありました。

国民健康保険事業では、「基金は毎年同じような額の取崩しが必要になってい

る。何かあった場合、国保会計だけでは支出できないのでは」との質疑があり、

「税やその他の収入も予定どおり入るとは限らないため、この基金残高では心

もとないと感じる」との答弁がありました。

水道事業については、「黒字を確保できた理由は」との質疑があり、「給水量

が増加したことで利益が増えました。令和５年度は計画策定委託料などがあり

ましたが、令和６年度はなかったため費用が減り、純利益が出ました」との答

弁がありました。

現地視察は、八反田水管橋耐震補強工事及び直谷川第２雨水幹線工事（その４）

の２か所を視察しました。

これらの審査を経て、冒頭に述べたとおり、採決の結果、各議案とも認定すべ

きものと決定いたしました。

以上をもちまして、決算審査特別委員会の報告といたします。

議 長 決算審査特別委員長からの報告が終わりました。

委員長に対する質疑はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 ないようですので、決算審査特別委員長報告に対する質疑を終結します。

次、総務文教常任委員会の審査報告を求めます。

総務文教常任委員会、𠮷高委員長。

𠮷高総務文教 おはようございます。

常 任 委 員 長 総務文教常任委員会に付託されました議案の審査について報告します。

委員会は９月１７日に開催し、付託されました議案４件について、慎重に審査

を行いました。

審査の結果につきましては、配付資料のとおり、４議案とも原案のとおり可決

すべきものとしたことをご報告申し上げます。
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これより補足説明いたします。

議案第５５号、福崎町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改

正する条例についてです。

委員からの質疑の答弁で、総務課長が補足説明されて、町長等とは町長、副町

長、教育長、教育委員会の委員、選挙管理委員会の委員、監査委員、公平委員

会の委員、農業委員会の委員、固定資産評価審査委員会の委員、公営企業管理

者ですとのことでした。

議案第５６号、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例に

ついてです。

委員から「職員の意向確認等が令和７年１０月１日から施行となるが、福崎町

は支援策の一つとして、面談計画等は既にされているのか」との質疑があり、

総務課長の答弁は「現在は相談やメールを活用して実施しているが、１０月１

日からの施行の条例の下で、より意識して実施していくタイミングとなる」と

のことでした。

次に、第５７号、福崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

についてです。

委員から「育児休業等で不在になるとき、ほかの職員が対応できるのか」との

質疑で、総務課長の答弁は「当然その間には別の職員がその内容をカバーでき

るように引き継ぎして、知識を得て、住民さんへのサービスが低下しないよう

にしています」とのことでした。

次に、議案第６０号、令和７年度一般会計補正予算（第２号）についてです。

委員から繰越金についての質疑があり、企画財政課長の答弁は「前年度繰越金

は当初予算で８，０００万円、令和６年度決算で決定した額１億８，２７７万

円、これが繰越金の実績で、この差額が１億円、これが今後の補正予算の財源

となっており、今回４００万円補正で使っています」とのことでした。

２点目は、委員から消防団の安全装備についての質疑があり、「今回は防火手

袋購入となっているが、各自治会の消防団が本当に欲しいものにすべきだろう」

との提案がありました。

３点目、委員から柳田國男誕生１５０周年記念、未来に向けての日本文化観光

の聖地づくりについての質疑があり、企画財政課長と地域振興課課長から「観

光庁の補助金を４年連続で得られ、会場を神戸医療未来大学や町内のお寺を利

用していただき、インバウンド向けの事業をする旨の答弁がありました。

４点目、町長が述べられた「観光客が１０年前に比べて３倍になった、今後も

福崎町は元気だな、住んでみようかなと思うようにしてもらえるようにしてい

きたい」との所見に対して、委員から観光客が来られてよかっただけでなく、

福崎町が経済的に潤うようなお金を落としていただくシステムの構築を改めて

要望されました。

以上、総務文教常任委員会に付託されました議案の審査についての報告を終わ

ります。

議 長 総務文教常任委員長からの報告が終わりました。

委員長に対する質疑はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 ないようですので、総務文教常任委員長報告に対する質疑を終結します。

次、民生まちづくり常任委員会の審査報告を求めます。

民生まちづくり常任委員会、三輪委員長。

三輪民生まちづくり 民生まちづくり常任委員会から審査報告をさせていただきます。
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常 任 委 員 長 民生まちづくり常任委員会は９月１８日に開催し、付託されました５つの議

案について審議いたしました。

審査の結果、いずれの議案につきましても配付の審査報告書のとおり、全員賛

成で原案のとおり可決するべきものと決定いたしております。

要旨を紹介させていただき、報告とさせていただきます。

まず、議案第５３号、令和６年度福崎町水道事業剰余金処分についてです。

内容は、未処分利益剰余金の年度末残高１億７，８２６万円余のうち、建設改

良工事で取り崩した建設改良積立金４，１０７万円余を資本金に組み入れるも

のです。委員からの質疑はございませんでした。

次、議案第５４号、令和６年度福崎町下水道事業剰余金処分についてです。

内容は、当年度未処分利益剰余金５，６２０万円余のうち、補塡財源に用いた

利益剰余金１，１９６万円余を資本金に組み入れるものです。

委員から「剰余金を資本金に組み入れる会計原則はあるのか」とする趣旨の質

疑があり、「原則はありませんが、未処分利益剰余金を企業会計上、次年度以

降に望ましくない会計整理を行わないためにも、資本金に組み入れ、整理して

おく」とする趣旨の答弁がございました。

次、議案第５８号、福崎町水道事業給水条例の一部を改正する条例についてで

す。

内容は、大規模災害等において、地元水道業者が被災し、被災した町域に手が

回らない場合に、他自治体の市町村長の指定を受けた事業者が、本町域の工事

を可能とするものです。

委員から「非常時の定義及び非常時の判断は誰が行うのか」との質疑があり、

「地元業者が被災したことで、水道復旧に手が回らない、大きな災害を想定し

ています。また、その判断は上下水道管理者が行います」との答弁がございま

した。

次、議案第５９号、福崎町下水道条例の一部を改正する条例についてです。

本議案は、議案第５８号と同様に、地元下水道事業者が被災し、被災した町域

に手が回らない場合に、他自治体の市町村長の指定を受けた事業者が、本町域

の工事を可能とするものです。本議案に係る質疑はございませんでした。

次、議案第６１号、令和７年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

についてです。

内容は、概算で交付を受けていた国・県の介護給付費負担金と、２号被保険者

が加入する健康保険組合等から納入された資金を財源とする支払基金から受け

た交付金を、それぞれ償還し精算するもの。また、国庫支出金の介護給付費負

担金の追加交付についても、令和６年度の決算の確定に伴うものとの説明がご

ざいました。そして、介護保険財政調整基金繰入金は、過年度償還金に充当す

るための繰入れとのことでございます。

冒頭に申し上げましたとおり、５つの議案について、審査の結果、いずれの議

案につきましても全員賛成で、原案のとおり可決すべきものと決定をいたして

おります。

以上で民生まちづくり常任委員会からの報告を終わります。

議 長 民生まちづくり常任委員長からの報告が終わりました。

委員長に対する質疑はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 ないようですので、民生まちづくり常任委員長報告に対する質疑を終結します。
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日程第３ 開会中の所管事務調査報告

議 長 日程第３は、開会中の所管事務調査報告であります。

委員会活動について、委員長に報告を求めます。

民生まちづくり常任委員会、三輪委員長。

三輪民生まちづくり 民生まちづくり常任委員会から議会開会中の所管事務調査について報告いた

常 任 委 員 長 します。

特筆すべき部分を述べさせていただき、委員会報告とさせていただきます。

９月度の委員会は、９月１８日に開催をいたしております。

住民生活課からの公害防止協定に基づく協議は２件で、委員会ではそれぞれ了

承することといたしております。

まず、福伸電機株式会社福崎工場では、金属表面処理装置の導入工事及び自動

で板厚を測定する板厚測定装置の導入工事でございます。

次、月星商事株式会社は、生産増強のための切断加工機更新工事となります。

次に、地域振興課から２点の報告を受けました。

１点目は、もちむぎのやかたに係る次期指定管理期間に係る年間３００万円の

指定管理料の新たな拠出についてでございます。

もちむぎのやかたの昨年度、第３６期の営業損失実績は１，１０７万円。今期

となります第３７期の利益計画では、営業損失見込みは２１５万円となってお

ります。新規顧客開拓などの営業努力、経費の削減に努めているものの、原材

料価格の高騰も影響し、極めて厳しい経営となる見込みであることにより、も

ちむぎのやかたから指定管理料年３００万円の要望があり、本町として支援し

たいとするものです。

委員から「３００万円の財源は何か」との問いに対して、「ふるさと応援寄附

金を予定している」とのことです。

次に、委員から「ふるさと応援寄附金を得るには、その半額の一般財源を投入

していることを踏まえる必要があること。また、このたびの支援以前に、大規

模の財政支援を行ったことなどの課題が残っている中での、このたびの新たな

支援を行うことと併せて問題ではないのか」とする趣旨の意見がございました。

このほか、委員から「商品開発力を強化すべきである。また、３００万円は、

単に雑収入処理となってしまうことが想定されるため、もちむぎのやかたの体

力強化に結びつける前向きな意味を持つ資金投入であるべき」ほか、「適正な

支援額を見極める必要性がある」などの意見がございました。「次期指定期間

である５年間に、多方面の情報や協力を得て、利益を生む体質に改善させたい」

との答弁がございました。

２点目は、文珠荘の指定管理者に係る報告がございました。

現指定管理期間が来年３月末で終了することから、来年４月以降の５か年の次

期指定管理者について募集したところ、応募がなかったとのことでございます。

現指定管理者及び現指定管理者に代わる新規事業者向けに現地説明会を行った

が、いずれの事業者も、風呂営業を行わないとする回答であって、風呂営業を

目指した再募集を行う予定であるが、現時点では、風呂の営業休止を含めて検

討する必要性が生じていること。また、１０月の民生まちづくり常任委員会に

おいて、本件に係る方向性を示して、それ以降に再募集を行いたいとのことで

ございます。事業者が風呂営業を避ける理由として、事故の発生、設備の故障、

赤字、そして利用者からの苦情対応があるなどのことでございます。

委員から「風呂の休止は、町民の憩いの機能低下に結びつくことに併せ、宿泊



－9－

も休止することとなって、食事部門のみの施設に変化すれば、施設の存在意義

が変化してしまう」との意見がございました。「町としては風呂の休止ありき

ではなく、風呂継続を基本としているが、風呂の運営が加わると、現時点では、

指定管理に応募する事業者がないことから、他の事業者の意見を聴取すること

に併せ、指定管理料の大幅な改定はできにくい環境にあるが、検討を重ねたい」

とする答弁がありました。

ほか、委員から「風呂利用料の改定を検討すべき」との意見に対して、「検討

を行いたい」とする答弁がございました。

以上で、議会開会中の所管事務調査報告を終わります。

議 長 次、行政改革調査特別委員会、𠮷高委員長。

𠮷高行政改革 行政改革調査特別委員会、第２回目の報告をいたします。

調査特別委員長 ９月８日に開催した第２回行政改革調査特別委員会で、行政側が作成中の第

７次行政改革（案）についての質疑応答、提案等がありましたので、幾つかご報

告いたします。

行政改革案について、住民の目線より、よりよきものにするための質疑、行政

側に再検討を促す趣旨のものが多くなっていました。

まず、１つ目、福崎町第７次行政改革大綱（案）について、行政改革の内容を

ホームページや報告書で住民に見てもらう工夫、表し方、アピール方法などにつ

いての質疑応答がありました。

次、第７次行政改革実施計画（案）についてです。９点ほど挙げます。

まず最初１点目、地域力の活用では、ボランティアやＮＰＯ法人の登録、予算

化についての質疑応答がありました。

２点目、職員定員適正化の中で、人件費の抑制を図る目標値がない理由につい

ての質疑があり、人件費全体の目標を定めるのは難しく、時間外に特定して削減

の目標をしているとの趣旨の答弁がありました。

３点目です。行政改革での一般会計と特別会計との関係についての質疑があり、

基本的には行政改革では一般会計を対象に進めているものの、関連する取組の内

容で特別会計にも影響がある程度あるとの答弁がありました。

４点目、役場でのフレックスタイムの導入検討についての質疑応答がありまし

た。

５点目、普通財産の処分・活用で、売却可能件数、売却価格検討についての質

疑応答がありました。

６点目、令和７年度の当初予算ベースでは、約２０億円の職員の人件費に関し

て今後の職員数や会計年度任用職員数の考え方についての質疑応答がありました。

７点目、ごみ袋有料化についての質疑応答があり、ごみ袋の値段の若干値上げ

する検討をしているが、これは神崎郡３町で決めなければならないことなので、

福崎町だけができることではない等の答弁がありました。

８点目、広告収入等の確保について。ネーミングライツや交流センターの大型

モニターの活用についての質疑応答がありました。

９点目、公共施設マネジメントの推進では、広域行政の民間委託、事務組合、

事務事業の見直し等についての質疑応答がありました。

３点目です。大きく３つ目の項目ですが、今回、案のレベルで行政改革検討事

業と普通会計収支についての報告がありました。企画財政課長の説明で、行政改

革検討事業の一覧は、第７次行政改革実施計画（案）の１６番目の項目である各

種助成金等の見直しは、町に裁量権のある事務事業や負担金・助成金事業の見直

しや、団体等に対する補助金等について令和８年度から令和１２年度の削減可能
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額、行政改革の検討内容、他市町の動向等を記載した表であること、そしてまた、

第７次行政改革実施計画における事務事業の見直し以外の全課で共通する歳出削

減額の内容や歳入の増額の内容で、第７次行政改革での全体効果が分かるように

表していますとの報告がありました。

以下、８点ほど質疑の内容を紹介します。

１点目、人件費の削減で、技監の終了という項目について、これまで技監が福

崎町に貢献された功績と今後、県との交渉において、町長、副町長がその役割・

機能を果たしていけるのかについての質疑応答がありました。

２点目です。敬老祝賀事業で、喜寿の祝い金廃止についての質疑応答がありま

した。

３点目、投資的経費で、老人ホームの改修について、今後存続そのものの是非

についての質疑応答がありました。

４点目、学校関係では、修繕予算は継続するとして、一方、リニューアルを図

る学校長寿命化のための投資の延伸について質疑応答がありました。

５点目、財政調整基金の取崩し額で、当初予算額と決算額の約２億円程度の差

額について質疑があり、地方交付税や繰越額で結果的には２億円ぐらいは大体取

り戻せるとの企画財政課長の答弁がありました。

６点目、行政改革で収支均衡を目指す上で、決算ベースだけでなく、予算ベー

スでも収支均衡を目指すべきとのことについての質疑応答がありました。

７点目、各種団体への助成金について具体的には検討されていないということ

についての質疑応答がありました。

８点目、役場のダイヤルイン導入後の電話交換員の在り方についての質疑応答

がありました。

最後に、町長から今日は第７次の大綱案、実施計画案、行政改革検討事項の説

明をさせていただきました。１１月にもう一度ご意見を伺う機会がありますので、

どうぞよろしくお願いいたしますとの挨拶がありました。

以上で、開会中の行政改革調査特別委員会の報告を終わります。

議 長 以上で、開会中の所管事務調査の報告を終わります。

日程第４ 討論・採決

議 長 日程第４は討論・採決であります。

それでは、議案第４６号、令和６年度福崎町一般会計歳入歳出決算認定につい

て、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第４６号について、本案に対する決算審査特別委員会の審査報告は、原案

のとおり認定するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第４６号については、原案のとおり認定することに決定いたしま

した。

次、議案第４７号、令和６年度福崎町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
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認定について、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第４７号について、本案に対する決算審査特別委員会の審査報告は、原案

のとおり認定するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立多数）

議 長 起立多数であります。

よって、議案第４７号については、原案のとおり認定することに決定いたしま

した。

次、議案第４８号、令和６年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決

算認定について、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第４８号について、本案に対する決算審査特別委員会の審査報告は、原案

のとおり認定するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第４８号については、原案のとおり認定することに決定いたしま

した。

次、議案第４９号、令和６年度福崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定

について、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第４９号について、本案に対する決算審査特別委員会の審査報告は、原案

のとおり認定するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第４９号については、原案のとおり認定することに決定いたしま

した。

次、議案第５０号、令和６年度福崎町水道事業会計決算認定について、討論を

行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第５０号について、本案に対する決算審査特別委員会の審査報告は、原案

のとおり認定するであります。



－12－

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立多数）

議 長 起立多数であります。

よって、議案第５０号については、原案のとおり認定することに決定いたしま

した。

次、議案第５１号、令和６年度福崎町工業用水道事業会計決算認定について、

討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第５１号について、本案に対する決算審査特別委員会の審査報告は、原案

のとおり認定するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第５１号については、原案のとおり認定することに決定いたしま

した。

次、議案第５２号、令和６年度福崎町下水道事業会計決算認定について、討論

を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第５２号について、本案に対する決算審査特別委員会の審査報告は、原案

のとおり認定するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立多数）

議 長 起立多数であります。

よって、議案第５２号については、原案のとおり認定することに決定いたしま

した。

次、議案第５３号、令和６年度福崎町水道事業剰余金処分について、討論を行

います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第５３号について、本案に対する民生まちづくり常任委員会の審査報告は、

原案のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第５３号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第５４号、令和６年度福崎町下水道事業剰余金処分について、討論を

行います。
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討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第５４号について、本案に対する民生まちづくり常任委員会の審査報告は、

原案のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第５４号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第５５号、福崎町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部

を改正する条例について、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第５５号について、本案に対する総務文教常任委員会の審査報告は、原案

のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第５５号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第５６号、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条

例について、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第５６号について、本案に対する総務文教常任委員会の審査報告は、原案

のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第５６号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第５７号、福崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例について、討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第５７号について、本案に対する総務文教常任委員会の審査報告は、原案

のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。
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（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第５７号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第５８号、福崎町水道事業給水条例の一部を改正する条例について、

討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第５８号について、本案に対する民生まちづくり常任委員会の審査報告は、

原案のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第５８号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第５９号、福崎町下水道条例の一部を改正する条例について、討論を

行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第５９号について、本案に対する民生まちづくり常任委員会の審査報告は、

原案のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第５９号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第６０号、令和７年度福崎町一般会計補正予算（第２号）について、

討論を行います。

討論はありませんか。

（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第６０号について、本案に対する総務文教常任委員会の審査報告は、原案

のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第６０号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

次、議案第６１号、令和７年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

について、討論を行います。

討論はありませんか。
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（「ありません」の声あり）

議 長 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第６１号について、本案に対する民生まちづくり常任委員会の審査報告は、

原案のとおり可決するであります。

委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（起立全員）

議 長 起立全員であります。

よって、議案第６１号については、原案のとおり可決することに決定いたしま

した。

日程第５ 議員派遣

議 長 次の日程は、議員派遣であります。

お諮りいたします。

議員派遣の件については、地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１２

９条の規定に基づき、配付しております議員派遣のとおり派遣することにしたい

と思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 異議なしと認めます。

よって、議員派遣の件については、配付しております資料のとおり派遣するこ

とに決定いたしました。

日程第６ 閉会中の継続調査申出

議 長 次の日程は、閉会中の継続調査申出であります。

各委員長からそれぞれの継続調査申出書が議長宛てに提出されております。そ

れぞれ申出のとおり許可することに決定して、ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 異議なしと認めます。

よって、閉会中の継続調査申出については、それぞれ申出のとおり許可するこ

とに決定いたしました。

以上で、第５２０回福崎町議会定例会の日程は全て終了いたしました。

本定例会を閉会することにしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 異議なしと認めます。

よって、第５２０回福崎町議会定例会を閉会することに決定いたしました。

閉会にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。

今定例会は、９月５日に招集され、本日までの２２日間にわたり本会議及び委

員会と連日ご精励を賜り、誠にありがとうございました。

本定例会に提出されました全ての案件について、慎重審議の上、それぞれ適正

妥当なる結論づけをいただきました。また、議事の運営につきましても格段のご

協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

この間、理事者の皆さんには資料の作成をはじめ、議会の審議における協力に

対し敬意を表しますとともに、本会議及び委員会において議員各位から述べられ

ました意見、要望事項につきましては特に考慮され、執行の上に十分反映されま
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すよう、強く要望いたす次第であります。

閉会にあたりまして、尾﨑町長からご挨拶をいただきます。

町 長 第５２０回福崎町議会定例会の閉会にあたりまして、一言お礼を申し上げます。

９月５日から本日までの２２日間という間にわたって、本定例会を開催してい

ただきました。本定例会には、令和６年度各会計の決算認定のほか、職員の勤務

時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例、一般会計補正予算など、１７

件の議案を提案させていただきました。それぞれの議案について慎重に審議をし

ていただき、全て賛同していただいたことにお礼を申し上げます。ありがとうご

ざいました。

さて、先週は中学校体育大会が多くのご来賓のご臨席の下でお天気にも恵まれ

開催されました。議員各位には何かとご多用の中、ご臨席の上、応援をしていた

だき、誠にありがとうございました。特に３年生は中学生活で最後の体育祭です

ので、思い出に残る体育大会であったと思います。

また、今週の９月２１日には第３回全国手話ダンス甲子園決勝大会をエルデホ

ールで開催いたしました。全国各地の予選で優秀な成績を収めた２３チームが参

加し、熱戦が繰り広げられました。私は挨拶の中で、福崎町は昨年手話言語条例

を制定しました。町民生活におけるコミュニケーションツールとして手話を発展、

広げていきたいと挨拶をさせていただきました。この条例にふさわしい、誰にも

優しい共生のまちづくりを進めていきたいと考えております。

夏の暑さも大分和らぎ、過ごしやすくなってきましたが、季節の変わり目は体

調を崩しやすい時期でもあります。健康には十分注意をしていただき、引き続き

ご活躍されますことを願いまして、お礼の挨拶とさせていただきます。ありがと

うございました。

議 長 それでは、以上をもちまして閉会といたします。どうもお疲れさまでした。

閉会 午前１０時３９分
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